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【２０１９年とりまとめ】
なし崩し的な放置が予想される土地の管理のあり方

⃝ 人口減少に対応しつつ、国土を適切に管理するとともに、これを好機ととらえた自然環境、生活環境等の改善を進め
ることにより、美しい国土を守り次世代に継承するための以下の事項について調査。
（人口減少に対応した国土の利用・管理のあり方、国民の参加による国土管理 等）

国土管理専門委員会

平成２９年 ９月２７日 第５回

・複合的な効果をもたらす施策、国土の選択的な利
用を推進していく上での課題
・国土利用計画（市町村計画）を定める上での留意点
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平成２９年 ２月２７日 第３回
・国土利用計画に関する事例紹介

平成２８年１２月１４日 第２回
・国土利用・土地利用に関する制度について
・国土利用計画に関する事例紹介

平成２８年 ９月１５日 第１回
・検討趣旨及び主な論点について

平成２９年 ５月１２日 第４回
・とりまとめ案について

平成２９年 １２月７日 第６回

・複合的な効果をもたらす施策、国土の選択的な利用
に関する事例紹介

平成３０年 ２月１６日 第７回

・複合的な効果をもたらす施策、国土の選択的な利用
に関する事例紹介

平成３０年 ４月１７日 第８回
・とりまとめ案について

平成３０年 ８月１０日 第９回
・持続的な利用が困難な土地の管理のあり方を検討する上での課題
平成３０年 １０月１８日 第１０回 ※長野市にて開催
・持続的な利用が困難な土地についての事例紹介

平成３０年 １２月２０日 第１１回
・持続的な利用が困難な土地についての事例紹介

【２０１７年とりまとめ】（平成２９年５月２９日）

これからの国土利用・管理に対応した国土利用計画
（市町村計画））のあり方

【２０１８年とりまとめ】（２０１８年６月１日）
人口減少下の持続可能な国土の利用・管理のために

平成３１年 ３月１４日 第１２回
・持続的な利用が困難な土地の管理のあり方に関するケーススタディー
実施報告

平成３１年 ４月２３日 第１３回
・とりまとめ案について
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2019年度検討事項における主な論点

2

「国土管理専門委員会」における今後の主な論点（案）

① 2019年とりまとめにおける主な残された課題について
管理されていない土地の問題が深刻化していない地区（大都市遠郊部、地

方都市近郊部等を想定）で将来的に起こりうる問題への対応のあり方

地目横断的な管理構想の検討（放置すべきでない土地の類型化）

土地政策分科会特別部会とりまとめ（平成31年２月）で「新たな時代にふ
さわしい土地基本法の改正及び土地政策の再構築に向けて、鋭意、検討」

するとされた方向性を踏まえた必要な制度のあり方

②これまでのとりまとめを踏まえた国土の利用・管理のモデル的実践

これまでのとりまとめを踏まえたケーススタディーを実施し、取組の横展

開に向けた更なる課題を抽出

例：2018年とりまとめで示した「人（主体）」、「土地」、「仕組み」の３つの視点に
沿った具体的なアクションの実践
2019年とりまとめの残された課題である中心となる主体の創出・育成
（長野県長野市旧中条村でケーススタディーを引き続き実施していくことを想定）


